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［巻頭言］
サイバーメディアフォーラムの発行に当たって

サイバーメディアフォーラム 9号を発行するに当た

り一言ご挨拶申し上げます。サイバーメディアフォ

ーラムは、サイバーメディアセンター (CMC) がサ

ービスする教育用計算機システム（情報教育システ

ム・ CALLシステム）のユーザ向けに発行している広

報誌で、利用者の関心の高いと思われる内容を特集

した記事や利用者の体験・システムの活用事例で構

成されています。今号も教育情報化に関する最新の

動向や各システムの利用者の声をお届けすることが

でき、皆様のお役に宣てればと思います。発行に際

し、貴重な原稿をお寄せいただいた、各著者の方々

には改めてお礼申し上げますと共に、今後とも本セ

ンターの活動にご協力いただけますようお願いいた

します。

さて、CMCの提供するサービスも情報処理教育セ

ンター時代から続く教育用計算機システムや情報教

育教室の運用、サイバーメディアセンター発足時か

ら加わった CALLシステムと CALL教室の運用のみ

ならず、最近では英語独習システムとしての

N etAcademyII、授業支援システム WebCTVistaの全

学運用、語学学習向け LMSである WebOCMの開

発・運用など教育の情報化に関連した様々なサービ

スヘと及んでおります。（次頁図参照）また、これら

は学内の他の情報基盤である全学 IT認証基盤シス

テムや学務情報システム KOANとも密接に連携し

ています。

CMC発足当時は、パソコンによるプレゼンテーシ

ョンを用いた講義はそれほど多くありませんでした

サイバーメディアセンター長 竹村治雄

が、今日では、プレゼンテーションソフトウェアを

用いた講義は珍しくなくなり、 Webでの講義資料が

配付なされるなど、教育への情報通信技術の利用は

確実に進展しております。すなわち、教育の情報化

は特殊なケースではなく、教育現場でツールの一つ

としての地位を確立しつつあります。授業支援シス

テム (CourseManagement System-CMS) を用いた授

業も年々増加しており、従来の CMCのサービスが

情報教育教室やCALL教室での閉じたサービスから

インターネットを通じた学内外へのサービスヘと発

展したと言えます。

一方では、多様化するサービスとその利用者を支

援するための取り組みも重要です。 CMCでは、昨年

度から世界言語研究センターと共同で「高度外国語

教育配信システムの構築」プロジェクトを実施して

います。このプロジェクトにより CALL教室や次世

代 LL教室の整備を行い、語学教育向けの LMSの新

規開発、稀少言語の語学教材開発も行っております。

加えて本年からは「大学教育グローバル化に対応

した FD支援事業」を開始しました。この事業は教

員の ICT活用能力の向上、最新の教授法による講義

構成能力の向上、英語による授業を実施するために

必要な知識に関する教員向け自学自習教材の開発を、

大学教育実践センターおよび留学生センターの協力

を得て実施しております。教員の ICT活用能力の向

上支援の一環として、本年度は WebCTヘルプデス

クを運用し多くの先生方からのサポート依頼に対応

させていただいております。
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これらの大学教育の情報化に必要な基盤を提供す

ることは、CMCのミッションの一つと考えておりま

すが、教育の情報化は大学の情報基盤の一つであり、

大学教育実践センターや大学本部と密接な連携も必

要となります。これにより、大阪大学としての戦略

的な見地によるプランニングが必要です。

本年 4月より、従来の情報基盤デザイン機構を廃

止し、情報基盤推進本部が小泉潤二理事 ・副学長を

本部長として発足し、小職も副本部長として奉職い

たしております。これにより教育情報化のための基

盤をはじめとして、様々な情報基盤の整備が今後加

速することを期待します。

一方、全国共同利用施設としての CMCのあり方

についても、変化への対応が求められる時期となっ

て参りました。文部科学省の学校教育法の施行令が

本年改正され、大学に設骰された附慨研究所やセン

ターが共同利用 ・共同研究拠点と して文部科学大臣

が認定する制度が制定されました。CMCは、従来か

ら全国共同利用施設として高性能計算機システムの

利用サービスを学内外に提供しておりますが、今回

の認定制度は、今後これらのサービスをより麻度化

し、かつ安定的に提供するためにも必要なであると

共に、センターの業務を共同利用の支援から、より

踏み込んだ利用者との共同研究へも広げるという変

化をもたらすきっかけととらえています。拠点認定

の申諮に向けて、今後さらなる体制の整備を行って

いく必要があるとともに、その際、教育情報化に関

する様々な先進的な取り組みを共同研究の課題とし

てとらえ実施していくことの可能性も含めて検討し、

最先端の研究成果をいち早く CMCのサービスとし

て提供できるようにしたいと考えています。

今後、教育の情報化が進展すると CMCのサービ

スは、インターネットを通じて、教員や学生の自宅

やインターネットとプロジェクタが完備された講義

室や、あるいはモバイルデバイスでも利用できるよ

うになるでしょう。来年 3月には現在の情報教育シ

ステム全体と CALLシステムのサーバ計箕機群がリ

プレースされます。あわせて、情報教育システムで

は端末で稼働させる OSが、従来の Linux系 OSに

加えて Windows系 OSを選択することができるよ

うになります。これからは、授業のニーズに合わせ

てどちらの OSを用いるかを選択いただけることと

なります。

今後とも本センターの活動にご理解とご協力を賜

りますようお願いいたしますと同時に、本センター

の運営に対しての忌憚なきご意見をお寄せいただき

ますようお願いし、サイバーメディアフォーラム発

刊に当たっての言築とさせていただきます。
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